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これまでの会議（第1、２回）における主な意見 
 

「検討に際しての論点（例）」（第1回配付資料）に、第1、２回における主な意見を記載。 

（黒字：第１回の意見、赤字：第２回の意見） 

 

１．国立大学法人等における課題に対応した施設の取組 

老朽化した膨大なストックの長寿命化・安全性確保を前提に、以下のような課題にどう対

応するか 

（１）大学の機能強化等を促進する施設整備 

○大学の強みや特色を生かした機能強化を活性化させるため、施設はどのような状況で、

今後どのような施設が必要か 

（必要な整備の例） 

・グローバル人材育成やイノベーション創出、地域再生の取組等を活性化させる施

設やキャンパスの整備、施設マネジメント 

・学生の主体的な学びの活性化に向けた多様な学習支援環境の整備 

・陳腐化・硬直化した施設機能の質的改善 

・医療政策（機能分化等）に対応した、効果的な病院施設の整備 

・大学の個性・特色を醸しだし、歴史を継承するための施設整備 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料２ 

（主な意見） 

〔全般〕 

○国立大学が法人化10 年を経過し、第3 期中期目標に入りつつある中、今後のキャンパス

整備については、社会に開かれたキャンパスや個性輝くキャンパス、創造的再生といった３

つのキーワードによる整備が求められるのではないか。 

 

○我が国に魅力あるキャンパスが多くない理由は、①安全確保のための耐震改修の予算が

中心だったこと、②研究室、実験室等の私的空間への要望に応えてきたが、皆で共有する

空間、ラーニングコモンズ、外部の環境などのパブリックスペースに十分な配慮がされてこ

なかったことがあげられる。 

 

○キャンパスを街のように計画することにより、美しいキャンパス、交流が活発な出会いが生まれると思

う。同窓生、地域企業からの寄附の動機付け、地域資産として愛されることにもつながるのではないか。 

 

〔グローバル人材育成やイノベーション創出、地域再生の取組等を活性化させる施設やキャン

パスの整備〕 

○今後、3 期中期目標期間に向けてのキャンパス計画については、大学改革に関わる政策

課題に対応したキャンパス計画という観点から考えると、COC的なものとCOI的なもの、グロ

ーバル化対応、つまり地域社会の核となって活性化に貢献するものと、イノベーションの核と

なって産業界に貢献するもの、また、国際化の核となって国際競争力を増大するものが重要

なテーマになる。これらに対応する施設整備が、課題となるのではないか。 
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○大学の研究力を強化するにはグローバル化が大きなポイントだが、立派な外国人客員研

究者を呼ぶには、家族まで含めると広い宿舎が必要となるので、なかなか呼ぶことができな

い問題がある。 

 

○留学生の数を増やすことを含め、長いスケールでグローバル化を進めていく必要があ

る。施設不足が１つのネックとなっていることは確かであり、グローバル化に対応するための

施設整備を推進すべき。 

 

○今後、人口が減少していくなかで、留学生の数を増やして日本に定着してもらうサステイ

ナブルな社会を目指すといいと思うが、キャンパス近くに留学生・外国人研究者の宿舎を充

実させてほしい。中国の大学では、キャンパスの中に非常に充実した宿舎があって、生活し

勉強もできる環境が用意されている。 

 

○外国から日本に多くの留学生が来ることにより、多くの日本人の学生が国際化を肌身をも

って知ることが非常に大事である。 

 

○アジアの大学には、グローバル化に対応して、留学生寮の整備や新しい学修環境創出が

進んでいる事例がある。 

 

○海外から優秀な留学生を集めるためには、留学生宿舎の整備、さらに日本人学生の国際

性を高めるための、混住型の留学生宿舎の整備が必須であると感じる。 

 

○シンガポール国立大学は、寮にカレッジのシステムに近いものを導入し、舎監がリベラル

アーツをマネジメントしている。留学生の卒業後のネットワークづくりの拠点にもしており、評

価できる。 

 

○留学生寮は、様々な国、文化の学生が一緒に住んで勉強できる環境として、寮監等の配

置まで含めて、ラーニングコモンズのような要素を整備することが重要である。 

 

○近年整備された事例を見ると、グローバルキャンパスがその国の学生が多く通うメインキャ

ンパスから離れた場所に整備されているものがあり、欧米では、アイソレイテッドキャンパス

などと言い、本当の意味でのグローバルキャンパスなのかといった声もある。このことも視野

に入れた検討が必要ではないか。 

 

○次期科学技術基本計画と連動して検討する必要があり、科学技術イノベーション創出の

基盤の確立が一つの大きなキーワードになると思う。 

 

○グローバル化が進む中で、日本で学ぶ際には、日本文化も学んでほしいため、歴史を継

承する取組は重要。 
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（２）施設の基本的機能の確保 

○大学として活動する上で必要な施設の基本的機能について、どのような状況で、今後ど

のような改善が必要か 

（必要な整備の例） 

・老朽化対策（長寿命化、安全性確保、機能回復、教育研究診療活動の基盤のサス

テイナビリティの確保） 

・防災機能の強化 

・地球温暖化対策への一層の貢献、次世代の社会のモデルとしての活用 

・障害のある学生、地域住民、留学生や外国人研究者、女性研究者等の多様な利用

〔学生の主体的な学びの活性化に向けた多様な学習支援環境の整備〕 

○世界トップレベルの教育の質を確保するためには、学び方を変える必要がある。施設面

に目を向けると、現状の講義室は従来型の固定机の大講義室であったり、キャンパス内に分

散していたり、講義室の施設スペックが陳腐化していると感じる。従来型の講義室からアクテ

ィブラーニング、少人数型講義室への移行、ICT の環境の整備等が必要ではないか。 

 

○学生が主体的に学ぶ教育環境を確保するには、学習課程の体系化等にするための小さめの講義

室、自主的な学習を促すコモンスペース、ラーニングコモンズをどうキャンパス内に整備していくか

が課題。学生、教員の交流、憩いの場としてのカフェテリア等の整備も考えられる。 

 

○第 1 期中期計画当時から比べると教育的方法が大きく変わってきている。アクティブラー

ニングやラーニングコモンズ、短期留学、海外インターンシップといったように講義室以外で

の教育プログラムが多様化してきている中、施設的にどう対応していくか議論が必要。 

 

○教育の質的転換という観点では、人材育成に寄与するキャンパス計画、具体的には、講

義室や実験室、研究室だけに限らないスペースの重要性を再認識し、どのように措置してい

くべきかといった点が議論されるべきではないか。 

 

〔パブリックスペースの充実〕 

○パブリックスペースは、キャンパスの重要なインフラと考えるべき。 

 

○パブリックスペースは、学生がお互いに交流したり、自学自習を進めるためだけでなく、プレッシ

ャーの中で最先端の研究を行っている大学院生やポスドクに対しても、日常的に異分野の人などと

様々 な情報交換、交流を深められるように整備すれば、研究不正も大分減るのではないか。 

 

○海外の大学では、改修により工夫して新しい公共スペースを生み出している事例がある。 

 

〔大学の個性・特色を醸しだし、歴史を継承するための施設整備〕 

○大学の歴史を継承し、象徴的空間を整備することや、社会に開かれたキャンパスを整備

することは重要。歩行者優先の安全なキャンパスとする視点も重要。 
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（主な意見） 

〔全般〕 

○キャンパスマスタープランの策定、運用、パブリックスペースの充実、可変性のある空間の

確保、環境配慮型建築への転換、安全・安心への配慮をきっちりやりながら、持続可能な大

学施設、キャンパス設計を考える必要がある。これを実現することによって、社会教材として

の大学キャンパスとなっていくのではないか。 

 

○施設をいろいろな用途で使えるよう、可変性（フレキシビリティ）を確保することが大事であ

る。例えば、大きな機器を入れた実験プロジェクト終了後に別なプロジェクトが使えるように

することは、階高を確保したゆとりある設計を考える必要があり、サステイナビリティ、長寿命

化につながるものである。 

 

○民間の研究所、オフィスは、知的生産性や知識創造性をいかに高めるか、施設面で色々

な提案が行われており、それが施設の魅力につながっていると思う。 

 

〔老朽化対策〕 

○老朽施設について、単なる補修で終わらせず、グリーンキャンパス、スマートキャンパスと

いった新しい価値に組み替えていくよう再投資して、創造的に再生を行う考え方も必要。 

 

〔防災機能の強化〕 

○ISO14001の活動について、安衛法や災害時の対策本部、あるいは災害時のボランティア

団体の受け入れ場所の確保といった多様な要求がある。これらに応えていくため、何らかの

形で面積確保を図る必要がある。 

 

〔地球温暖化対策への一層の貢献、次世代の社会のモデルとしての活用〕 

○2008 年の G8 大学サミットでの札幌サステイナブル宣言にあるように、キャンパスを活用し

て、実験の場と同時に理想的な教材として次世代の社会作りに貢献する視点も重要。また、

こうした視点で地域との関係を考えてキャンパスを計画していくことが必要。 

 

○運営費交付金が減っているなか、電気料金の高騰や消費税率の引き上げにより予算は

一層圧迫されており、キャンパス全体でエネルギーマネジメントを考えていく必要がある。 

 

○建物をつくることとエネルギーを減らすことを一緒に考えていく仕組みが必要ではない

か。 

 

○企業でも、スマートコミュニティの実現に向け、CO2 削減やエネルギーマネジメントに取組

んでおり、大学においても非常に重要。 

 

○米国のように、学長のリーダーシップで環境対策をリードするような取組も重要。 

 

○電気料金の値上げや東京都における温室効果ガス排出総量削減義務がある中、全構成

員がしっかり意識をもてるよう、省エネ活動推進のための電気料金一部還元（負担）制度を

開始した。 
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２．今後の国立大学法人等施設整備の進め方等 

（１）各大学における施設整備計画の策定 

○各大学等が、強みや特色を生かした機能強化を活性化させるため、キャンパスマスタープ

ラン等において、基本方針等で重点的課題を明確にした上で、施設整備計画を検討 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）国における施設整備推進の基本的な考え方、内容等の設定等 

■施設整備計画等 

① 投資効果の明確化、整備量の設定 

・成果指標・成果目標の設定 

 ・施設整備量の目標（面積）の設定、投資額の検討 

② 計画的・重点的な予算配分 

・大学の機能強化を促進するための施設整備費のメリハリある配分の在り方 

・施設の基本的機能を確保のための施設整備費の計画的な配分の在り方 

 

 

（主な意見） 

○まず、大学の理念、ミッションがあり、それを踏まえキャンパスマスタープランを策定し、Ｐ

ＤＣＡがうまく回るようにすべき。 

 

○現時点では、キャンパス計画について、時間や空間から全体を見渡して考えられる人が

いない。理念を実現していくには、５０年後を見据えた中での５か年計画を考えるべき。 

 

○大学の使命、経営、キャンパスという環境のバランスをとりながら、公共性の高い環境から

順番に整備投資を行うことや、良好な維持管理を継続的に行えるよう施設の規模を設定する

ことが重要。 

〔障害のある学生、地域住民、留学生や外国人研究者、女性研究者等の多様な利用者への配慮〕 

○女性サロンの整備やメンタルヘルスのための諸室など、女性研究者を支援するための施

設整備も重要となるのではないか。 
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（主な意見） 

○今後、質的向上を図る必要があるが、目標の設定に当たって共通化にこだわり過ぎると、

各大学の個性化を妨げることにつながるので、注意が必要ではないか。 

 

○平準化、標準的という考え方は、国際的に見て高い水準を求めたい、あるいは学内でメリ

ハリのある配分を行いたい時など、レベルを上側に引き上げる際、強い圧力となって突破で

きないことがある。国際標準といったとき、どこに念頭を置いた標準かを考えるとともに、どう

規制緩和を行ってレベルを引き上げるか、議論が必要ではないか。 

 

○海外の魅力的なキャンパスと比較すると、日本の大学は相当見劣りする。単に老朽化対

策にとどまらずに、海外から来たくなるようなキャンパスにしていくための十分な投資規模と

することが必要でないか。 

 

○キャンパスマスタープランのステップアップとして、例えば、スマートキャンパスのような次

の社会モデルを想定してチャレンジしている取組に対して、実践しやすくなるよう支援して

はどうか。 

 

○欧米の大学の例のように、実験の場、理想的な教材となる環境に配慮したキャンパス整備

を我が国で目指すには、年次計画で進めるより、一気に予算をつける仕組みを考える必要

がある。 

 

○建物への支援だけでなくオープンスペースにも支援できるようにするなど施設整備費をも

う少し使い勝手のよいものにしてはどうか。 

 

○ＩＰＣＣ第５次のＷＧのレポートにおいて、建築的な配慮によって低炭素化を進めると、知

的生産性の向上、活動する人の健康状態がよくなるコ・ベネフィットがあり、気候変動の緩和

にもつながる趣旨が盛り込まれる予定。キャンパスの議論の際にも視点として入れていって

はどうか。 

 

○修繕を平準化して行うためには、ある程度内部留保がないと難しい。 

 

○近隣している大学では、留学生寮をはじめ、エリアでまとめて作るということも考えられる。 
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■施設整備におけるシステム改革 

① 戦略的な施設マネジメントの推進方策 

  ・大学の機能強化や、教育研究組織の再編成等の戦略に基づく、スペース・コスト・

クオリティが一体となった施設マネジメントの推進方策 

・既存施設の有効活用を促進する方策（大学間の施設等の共同利用も含む） 

・地域と連携した施設整備の促進方策 

※「国立大学等施設の総合マネジメントに関する検討会」の検討を基に議論 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（主な意見） 

○各大学が学内の予算、人材、スペースのリソースをいかにきちんと使うか、外部の人材を 

どう活用しながら取り組むかが重要。寄付文化の醸成も含め、大学の執行部がしっかりお金 

を使えるようにすることを考えながら進めなければならない。 

 

○スペースを作っても使わなければ何もならない。スペースを経営資源としてとらえ、使い

方を評価し、きちんと使うようにするなど、ＰＤＣＡサイクルをいかに上手く回すかが、サステ

イナビリティにもなるのではないか。評価しながら軌道修正できるように考えていくべき。 

 

○大学における整備、マネジメントの体制やプロセス等についても各大学が情報共有すれ

ば、アウトプットを出すためにすべきことが見えてくるのではないか。 

 

○現在の大学の中にあるスペースをいかに有効に活用するかということがポイント。全学ス

ペースチャージ制を導入して、既存スペースを戦略的に活用することを考えざるを得ない。 

 

○将来の研究実験内容の変化に対応できるフレキシビリティを確保した最先端研究実験を行う

学内共通スペース（競争的スペース）を整備した。学長裁量スペースとして利用する予定。 

 

○国の予算が厳しい中、施設整備を進めるに当たっては、例えば、国立大学全体でまとめ

て資材を調達しコストを下げるといった考え方も必要になるのではないか。 

 

○公立大学の敷地に地方自治体が建物を整備し、国立大学と公立大学との連携により教養

教育が共同実施されている事例がある。 
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② 多様な財源を活用した施設整備の促進方策 

 ・新たな財源を呼び込む方策（民間資金を活用した整備方策、改修整備への寄附金獲

得など） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）国と国立大学法人等に求められる役割、及び連携・協力して施設整備を進めるための

方策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（主な意見） 

○各大学が、大学改革全体の中で施設全体について長期的な視点で考えられるよう、国

において方策を考えてほしい。 

 

○国内外を比較すると、我が国においては、キャンパス全体を見通しながら次のキャンパス

の有り様をデザインできる人材育成について考える必要がある。 

 

○人材育成について、限られた大学の人材だけでなく、評価される人材をプールしておく

人材バンクのようなことも考えていく必要があるのではないか。 

 

（主な意見） 

○キャンパス整備の手法として、施設を「貸す」、「借りる」、「交換する」、「移築する」などは、

お金がかからない方法として実践している。 

 

○国の予算が厳しい中、各大学では従来から多様な財源による施設整備に取り組んできて

はいるが、財源確保などにおける課題、規制等があれば、その対応策についても議論する

べきではないか。 

 

○グローバル化に対応して、留学生や外国人研究者の宿舎確保などを実現するため、大学

が色々な土地利用をするのにどんな規制があって、どのように規制改革していったらいいか

整理してまとめていく必要があるのではないか。 

 

○アメリカを中心に、LEED（Leadership ｉｎ Energy ＆ Environmental Design）という、環境に

配慮した建物に与えられる認証評価システムがあり、その基準にマッチしているかが投資先

を CSR として評価できるかのグローバルスタンダードになりつつある。グローバルに評価で

きるスタンダードを持ちながら、大学がキャンパスの質を高めていく必要があるのではない

か。 


